
 

 

 

6 日（木） 私立高校入試  

7 日（金） 進級説明会  

10 日（月） 県立高校推薦入試  

11 日（火） 建国記念の日  

14 日（金） 授業参観 

 

 

 

 

 

 

 

ある生徒との出会い 

                                ３学年主任 大林 登志美 

  

 20 年程前、富山聴覚総合支援学校に３年間勤務していたことがある。この間の出来事は、教職を

続けていく上での指針となっている。  

この学校には、３歳～20 歳までの聴覚に障害がある子どもたちが通っていた。障害に対する知識

が全くない私であったが、赴任して中学２年生の女の子の担任することになった。彼女は、幼い時

にかかった病気の後遺症で聴覚に障害が出た。わずかな聴力が残っていたので、始めは一般の小学

校に通っていたが、授業についていけないことやいじめもあって転校し、この学校に通っていた。

彼女とはゆっくり話せば、授業も普段の会話も十分可能であった。  

彼女との間には、今でも忘れられない出来事がある。夏休みの登校日のこと、どれだけ待っても

登校してこない彼女に、何かあったのだろうかと心配しながら、彼女が歩いてくるだろう駅の方を

眺めていた。そのうち、彼女は高等部の先輩と楽しそうに話をしながら、部活動が始まる時間帯に

現れた。その姿を見た私は、「今、何時か分かっとるが！」と３階の窓から大声で怒鳴った。彼女

にどれだけの声で届いているかは分からなかったが、すごい剣幕で怒っていることは感じたらしく、

慌てて教室にやってきた。「今日、何の日か分かっているでしょ。」彼女は平然と「聞いていなか

った。」と答えた。私は夏休みに入る前、登校日を確認し、彼女も理解していた。都合が悪いこと

は「聞こえていなかった」とそれまでにも誤魔化すことがあったので、障害を理由に使うのかと思

うととても情けなく、私は、悔しくて仕方がなかった。人間関係が壊れてしまうかもしれないと怖

かったが、私は、彼女がついた嘘を許すことができず厳しく叱った。  

そんなつまらないことを言わなくていいように障害を受け入れ、生きていく力をつけなければと

思い、私にできることは何かを考えた。私はこの日を境に、たくさん会話をし、言葉を伝え、今、

世の中で何が起きているのか目を向けさせた。彼女は、不思議と多くのことを吸収していった。３

年生になっても毎日たくさん会話をし、彼女からも多くのことを教えてもらった。  

勤務校が変わり、それから数年後、彼女から就職が決まったという手紙が届いた。彼女の夢は介

護士になることで、その夢が叶ったというのだ。しかし、それまでにはかなり辛い思いをしたこと

が書かれていた。採用試験を受けに行ったが「あなたは、障害があるので採用することはできない。」

と何度も断られたこと、その度に何で自分は障害があるんだと悔し涙を流したこと。「正式ではな

いが、働く様子を見て採用しましょう。」とようやく内定をもらい、これから頑張っていきたとい

う内容であった。その手紙を読みながら、なかなか採用をされなかった彼女の胸の内を考えると苦

しくて涙が出てきた。  

今年、年賀状が届いた。現在東京に住んでいて、引っ越しの準備をしていたら中学生の頃の写真

が出てきて、懐かしくなり葉書を出したのだという。年賀状の裏には昔と変わらない笑顔いっぱい

の彼女が、幼い子どもを抱いている写真が印刷されていた。  
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No.12 

20 日（木） 期末考査 

21 日（金）  〃   

21 日（金） 教室床磨き  

23 日（日） 天皇誕生日  

24 日（月） 振替休日 

27 日（木） 卒業ランチ  

27 日（木） 第８回実力テスト（社、国、理）  

28 日（金）   〃     （英、数） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前 日   

 

 当 日   

 

集合時間  

 

持  ち  物  

 

 

 

 

 帰 り   

 

 

そ  の  他  

 

 

・受検に必要なものは前日にしっかり準備する。念のため当日の朝も確認。 

・テストの時間には頭がスッキリするよう、６時３０分には起きておく。 

・朝食をしっかり食べる。ただし、胃に負担のかかるものは控えておく。 

・トイレは大行列になる。できるだけ家で済ませて出かけた方がよい。 

・早めに家を出て、集合時間には余裕をもって行く。遅れると、無駄に焦ったり緊

張したりすることになる。 

・受検票など受検に関するものは、クリアファイルに入れておくと見付けやすい。 

・テキストは必ず持っていこう。休憩中に最後のページのまとめを確認できる。 

・シャープペンシルを念のため２本以上持って行く。その際、必ず替え芯を補充し

ておく方がよい。力みすぎて芯が何度も折れた。 

・文具は机から落とさないよう、コンパクトにしておく。 

・みんな一斉に玄関に移動するので、忘れ物に気を付けよう。 

・高校の近くは迎えに来た車で道がとても混んでいる。待ち合わせ時間を遅らせた

り、待ち合わせの場所を少し離れた所にしたりした。 

・受検はとても緊張するので、何事も余裕をもって行動するのが大切。 

いよいよ６日（木）は、私立高校一般入試です。 

 前日には受検票など必要な持ち物の準備を済ませ、早めに休み体調を整えましょう。 

 当日の朝は、平日の通勤時間帯でもあり、渋滞等が予想されます。不測の事態に備え、余裕を

もって出発しましょう。 

 ◇ 当日は現地集合、現地解散です。移動手段について家庭で決めておいてください。 

 ◇ 当日は弁当が必要です。 

 ◇ ５日（水）に事前指導を行います。 

５日 (水 )に県立高校一般入学願書の下書き用紙を配布します。清書の学校締め切りは、  

１３日(木)です。入学考査手数料(全日制は 2,200 円、定時制は 950 円)を添えて提出してくだ

さい。進路選択に向けて面談を希望される場合は、お子さんを通して担任へお知らせください。 

社会科 少年兵のビデオの感想より 

 ・小学生くらいの子供が目の前で親を殺され、毎日生き残るために過酷な日々を過ごしてい

ることが分かった。どれだけ辛い思いで毎日過ごしているのか計り知れないと思った。  

 

 ・少年兵のほとんどが両親を殺されて、その復讐心が原動力になっていることが分かり、とて

も悲しく残念だと思った。また、自分が平和な日々を過ごしていることも当たり前ではない

ということがよく分かった。戦争が１日でも早く終わればいいと思う。   

 ・ 

 ・ 

受検に向けて、先輩方からのアドバイスです。  

是非、みなさんも参考にしてください。  


